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令和６年度事業報告 
 

１ 実行委員会の開催 

（１）総会の開催 

会 議 開催年月日 開催方法 議 案 

第１回 
令和６年 

８月 30 日(金) 
書面開催 

・実行委員会の設立 

・実行委員会会則の制定 

・令和６年度事業計画・収支予算 

・常任委員会への委任事項 

（２）常任委員会の開催 

会 議 開催年月日 開催方法 議 案 

第１回 
令和６年 

８月 30 日(金) 
書面開催 ・専門委員会規程 

第２回 
令和７年 

３月 21 日（金） 

埼玉会館

３C 会議室 

・ 

オンライン 

・実施要綱 

・総合開会式・閉会式基本計画 

（３）専門委員会の開催 

① 総務・企画専門委員会 

会 議 開催年月日 開催場所 議 案 

第１回 
令和６年 

９月５日(木） 

知事公館 

大会議室 

・県民参加基本方針 

・広報基本方針 

・令和６年度広報活動実施方針 

第２回 
令和７年 

３月３日(月） 
オンライン 

・実施要綱 

・協賛金等募集要綱 

・令和７年度広報活動実施計画 

・令和７年度県民参加実施計画 

・令和７年度事業の実施予定 

② 式典・事業専門委員会 

会 議 開催年月日 開催場所 議 案 

第１回 
令和６年 

９月３日(火） 

埼玉会館 

３C 会議室 

・総合開会式・閉会式基本計画策

定業務の実施方針 

・イベント基本方針 

第２回 
令和７年 

２月 18 日(火） 
オンライン 

・実施要綱 

・総合開会式・閉会式基本計画 

・イベントの開催準備 

・音楽部会の設置 

・令和７年度事業の実施予定 

 

第１号議案 
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③ 宿泊・輸送等専門委員会 

会 議 開催年月日 開催場所 議 案 

第１回 
令和６年 

９月 19 日(木） 

県民健 康  

センター 

大会議 室 C 

・宿泊等基本方針  

・輸送基本方針 

・医事衛生基本方針 

・警備防災基本方針 

・宿泊・輸送等業務の実施方針 

第２回 
令和７年 

２月６日(木） 
オンライン 

・献立部会の設置 

・令和７年度事業の実施予定 

 
２ 実施要綱の作成 

会場地市町、競技主管団体等と協議し、交流大会をはじめ、総合開会式・閉

会式等関連イベントの概要、事業体系などをとりまとめ、実施要綱を作成した。 

 

３ 鳥取大会調査（令和６年 10 月 19 日～22 日） 

第 36 回全国健康福祉祭とっとり大会（ねんりんピックはばたけ鳥取２０２

４）の視察を行い、総合開会式・閉会式をはじめ、各交流大会やイベント会場

を視察した。 

 

４ 広報活動の推進 

（１）  メディアを活用した広報 

①  大会特設ホームページの開設 

   埼玉大会の周知、認知度向上を図るとともに、埼玉県とねんりんピックの 

  魅力を発信することを目的に、令和７年３月に埼玉大会特設ホームページを 

開設した。 

②  ＳＮＳ 

   県公式ＳＮＳ（Facebook）を活用した広報活動として、実行委員会の設立

などを投稿した。 

③  マスメディア 

   県庁オープンデーでのブース出展によるＰＲの様子がテレビ埼玉「いまド

キッ！埼玉」で放映された。 

 

（２）イベントを通じた気運醸成 

① 県内イベントでのＰＲ 

イオン埼玉フェアや県庁オープンデー等にＰＲブースを出展し、チラシ

や広報グッズを配布するなど、県内各地（１１か所）でＰＲ活動を行った。 

② 県外でのＰＲ 

令和６年１０月に開催された、ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４の

開・閉会式会場でのＰＲブース出展やステージイベントによりＰＲ活動を

行った。 
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（３）その他 

① マスコットキャラクター「コバトン＆さいたまっち」の着ぐるみ作成 

   「ねんりんピック彩の国さいたま 2026」のＰＲに向け、啓発イベント

等で広く活用するため、ねんりんピックバージョンの「コバトン＆さい

たまっち」の着ぐるみを制作した。  
② 広報グッズの製作等 

大会マスコットやロゴをデザインしたウェットティッシュやチラシ等

の広報グッズを製作し、ＰＲブース等で配布した。また、のぼり旗等を

製作し、ブース出展時等の装飾に活用した。  
       
５ 総合開会式・閉会式の開催準備 

「ねんりんピック彩の国さいたま２０２６総合開会式・閉会式基本計画策 

定業務の実施方針」に基づき、公募型プロポーザルを実施たうえで、式典やア

トラクション、会場内の動線計画、準備スケジュールなどの基本的な事項に関

する「総合開会式・総合閉会式基本計画」を策定した。 

 

６ 宿泊・輸送対策の推進 

「ねんりんピック彩の国さいたま２０２６宿泊・輸送等業務の実施方針」に

基づき、公募型プロポーザルを実施したうえで、宿泊施設や輸送車両の確保、

輸送実施結果の作成などに関する「宿泊・輸送等業務に関する基本協定」を締

結した。 

 

７ 交流大会の準備の推進 

交流大会の円滑な開催及び運営を図るため、開催市町・競技主管団体合同連

絡会議、開催市町担当職員研修会を開催した。 

また、開催市町及び競技主管団体に、ねんりんピック鳥取大会、岐阜大会リ

ハーサル大会視察等に係る経費に対し開催準備事業補助金を交付した。 

（１）  開催市町・競技主管団体合同連絡会議の開催 

令和６年５月 22 日（水）開催 

開催市町：２４市町６２人参加 

競技主管団体：３０団体５８人参加 

（２）  開催市町担当職員研修会の開催 

令和７年１月 29 日（水）開催  

２４市町４５人参加 

（３）開催準備事業補助金の交付 

開催市町   補助限度額：150,000 円 補助率：1/2 

競技主管団体 補助限度額：100,000 円 補助率：10/10 
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令和７年度事業計画 

 
 ねんりんピック彩の国さいたま２０２６の開催に向け、各交流大会開催市町実行委員会

及び関係諸団体との密接な連携の下、次の事業を行う。 

 

１ 実行委員会の開催 

  総会、常任委員会、各専門委員会を開催する。 

 

２ 開催要領の作成 

各交流大会の詳細な日程や競技方法、総合開会式・閉会式等関連イベントの内容等

を定めた大会開催要領を作成する。 

 

３ 気運醸成 

（１）メディアを活用した広報 

   特設ホームページや県公式ＳＮＳ、県の広報媒体（広報紙、県政テレビ番組等）、

市町村広報紙、デジタルサイネージ等を活用したＰＲを行う。 

（２）イベントを通じた気運醸成 

   広報キャラバン隊によるＰＲ活動や節目イベントの開催、市町村や関係団体が実

施するイベントとの連携等、イベントを通じた気運醸成に取り組む。 

（３）広報・啓発物品による気運醸成 

広報・啓発物品のイベント会場での配布やのぼり旗、カウントダウンボード等を

県内各地に設置するなど、大会の周知と気運醸成を図る。 

（４）来県者への情報発信 

   岐阜大会において、ＰＲコーナーやステージイベント等でのＰＲを行うほか、総

合閉会式において次期開催地アトラクションを行い、埼玉での開催をＰＲする。 

 

４ 県民参加 

（１）大会メダルデザインの募集 

各交流大会及び美術展で選手等へ贈呈する大会メダル・盾のデザインを広く募集

する。 

（２）協賛金等の募集 

   多くの方々の協力により、参加するすべての方が楽しむとともに、県の魅力やお

もてなしがいつまでも心に残る大会になるよう、開催趣旨に賛同をいただける企業

や団体、個人から協賛・寄附を広く募集する。 

（３）大会ボランティアの募集 

第２号議案 
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   全国から集まる選手・役員等を心のこもったおもてなしで温かくお迎えするとと

もに、大会の円滑な運営を図るため、大会ボランティアを募集する。 

（４）高校生記者による広報 

   高校の新聞部が１年前イベント等を取材した記事を学校新聞等へ掲載し、若い世

代の気運醸成と大会への参加促進を図る 

 

５ 総合開会式・閉会式の開催準備 

（１）総合開・閉会式実施計画の策定 

総合開会式・閉会式基本計画に基づき、式典やアトラクションの内容や出演者の

練習計画、会場内の動線、運営スタッフの配置などについて具体的に定める実施計

画を策定する。 

（２）式典音楽及びアトラクション出演団体等の決定 

   式典音楽隊の編成や曲目、アトラクション等の出演団体等を決定するなど、開・

閉会式に向けた準備を進める。 

 

６ 関連イベントの開催準備 

県実行委員会が主催する各イベントの内容や運営スタッフの配置、ゾーニング等に

ついて具体的に定める「イベント実施計画」を策定するとともに、関係機関が実施す

る併催イベントの調整や協賛イベントの募集・調整等を行う。 

 

７ 宿泊・輸送等対策 

（１）宿泊等基準の策定及び配宿計画の検討 

選手団等を配宿する指定宿泊施設の選定基準、宿泊料金等について定めるととも

に、選手団等を指定宿泊施設に割り振るための配宿計画を検討する。 

（２）輸送要綱の策定及び輸送計画の検討 

選手団等及び一般観覧者の輸送方法等について定めた要綱を策定するとともに、

輸送バスの運行体系を定める輸送計画を検討する。 

（３）医療救護要綱及び警備防災要綱等の策定 

救護本部及び救護所の設置や指定宿泊施設における医療救護体制について定め

た要綱を策定する。 

また、事故・災害等を未然に防止し、非常時に迅速かつ適切な措置を行えるよう、

警備防災業務の内容、対応方法等について定めた要綱を策定する。 

（４）来県意向調査の実施 

選手等の参加人数、来県方法等を把握するため、各都道府県及び政令指定都市の

選手派遣団体に対し、意向調査を行う。 
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８ 交流大会の開催準備 

（１）各種会議の開催 

交流大会開催市町・競技主管団体合同連絡会議や交流大会開催市町連絡会議を開

催する。 

（２）開催準備補助金の交付 

市町実行委員会や競技団体等が交流大会の準備に必要な経費を補助する。 
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令和７年度収支予算 

 

１ 収入 

                                 （単位：円） 

区  分 金  額 内   容 

埼玉県負担金 197,141,000 大会開催準備に係る負担金 

さいたま市負担金 28,348,000 大会開催準備に係る負担金 

その他の収入 0  

計     225,489,000 
 

 

 

２ 支出 

                                 （単位：円） 

区  分 金  額 内   容 

会議費 4,966,000 実行委員会開催費 等 

事業費   143,034,000 

気運醸成、県民参加推進、式典・主

催イベント、宿泊輸送・交流大会 各

事業費 

事務局費 15,674,000 
消耗品費、通信運搬費、公課費、先

催県調査関係費 等 

補助金 61,815,000 
市町実行委員会・競技主管団体開催

準備事業費補助金 等 

計  225,489,000 
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ねんりんピック彩の国さいたま２０２６実行委員会専門委員会規程 

  

 （趣旨） 

第１条 この規程は、ねんりんピック彩の国さいたま２０２６実行委員会会則第１２条第

５項の規定に基づき、専門委員会（以下「委員会」という。）の設置等に関し必要な事項

を定めるものとする。 

 （委員会の種類等） 

第２条 委員会の種類並びに常任委員会が各委員会に付託及び委任する事項は、別表のと

おりとする。 

 （役員） 

第３条 委員会に次の役員を置く。 

    委員長  １名 

    副委員長 若干名 

２ 委員長及び副委員長は、ねんりんピック彩の国さいたま２０２６実行委員会会長（以

下「会長」という。）が委嘱する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指名し

た副委員長がその職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（部会） 

第５条 委員会は、運営上必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、委員長が定める。 

 （委任） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、当該委員会の

委員長が会長の承認を得て別に定める。 

   附 則 

 この規程は、令和６年８月３０日から施行する。 

  

報告事項（１） 
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別表（第２条関係） 

専門委員会の種類並びに付託事項及び委任事項 

種類 付託事項 委任事項 

総務・企画専門委員会 １ 総務・企画の基本的な

計画に関すること。 

２ 広報及び県民参加の

基本的な計画に関する

こと。 

３ 他の専門委員会の所

管に属さないこと。 

１ 総務・企画に係る計画の推

進に関すること。 

２ 広報及び県民参加に係る

計画の推進に関すること。 

３ 他の専門委員会の所管に

属さないことの推進に関す

ること。 

式典・事業専門委員会 １ 総合開会式・閉会式等

に係る基本的な計画に

関すること。 

２ 交流大会に係る基本

的な計画に関すること。 

３ その他実施イベント

の基本的な計画に関す

ること。 

１ 総合開会式・閉会式等に係

る計画の推進に関すること。 

２ 交流大会に係る計画の推

進に関すること。 

３ その他実施イベントの計

画の推進に関すること。 

宿泊・輸送等専門委員会 １ 宿泊の基本的な計画

に関すること。 

２ 輸送の基本的な計画

に関すること。 

３ 医事衛生の基本的な

計画に関すること。 

４ 警備防災の基本的な

計画に関すること。 

１ 宿泊に係る計画の推進に

関すること。 

２ 輸送に係る計画の推進に

関すること。 

３ 医事衛生に係る計画の推

進に関すること。 

４ 警備防災に係る計画の推

進に関すること。 
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ねんりんピック彩の国さいたま２０２６実行委員会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この会は、ねんりんピック彩の国さいたま２０２６実行委員会（以下「実行

委員会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、全国健康福祉祭開催要綱（昭和６２年１０月１７日付け厚生

省発政第２２号厚生大臣官房長通知）に基づき、第３８回全国健康福祉祭埼玉大会

（ねんりんピック彩の国さいたま２０２６）（以下「大会」という。）を開催するた

めに必要な事業を行うことを目的とする。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。 

⑴ 大会開催に係る総合的な計画に関すること。 

⑵ 「健康関連イベント」、「福祉・生きがい関連イベント」、「健康、福祉・生

きがい共通イベント」及び「オリジナルイベント」の運営に関すること。 

⑶ 総合開会式及び総合閉会式に関すること。 

⑷ 選手、役員等の宿泊、輸送、医事衛生及び警備防災に関すること。 

⑸ 厚生労働省、一般財団法人長寿社会開発センターその他関係機関及び関係団体

との連絡調整に関すること。 

⑹ その他実行委員会の目的を達成するために必要な事業に関すること。 

第２章 組織 

（組織・役員） 

第４条 実行委員会は、委員、参与および監事（以下「委員等」という。）をもって

組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

⑴  関係機関及び関係団体の長並びに役職員 

⑵  その他会長が特に必要と認める者 

３ 実行委員会は、委員のうちから会長、副会長及び常任委員を置く。 

４ 会長は、埼玉県知事をもって充てる。 

５ 副会長及び常任委員は、委員のうちから会長が委嘱する。 

（役員の職務） 

第５条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

参考資料２ 
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２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指定した

順序によりその職務を代理する。 

３ 常任委員は、実行委員会の運営のために必要な事項を審議する。 

（任期） 

第６条 委員等の任期は、実行委員会設立の日から実行委員会の目的が達成されたと

きまでとする。ただし、特別な事情があるときは、この限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第４条第２項第１号に掲げる委員等が、就任時の機関

及び団体の役職を離れた場合は、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとす

る。 

３ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて委員

等を補充することができる。 

（参与） 

第７条 実行委員会に参与を置く。 

２ 参与は、会長が委嘱する。 

３ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長に助言を行う。 

（監事）  

第８条 実行委員会に監事を置く。 

２ 監事は、会長が委嘱する。ただし、委員を兼ねることはできない。 

３ 監事は、実行委員会の財務を監査する。  

第３章 会議 

（会議） 

第９条 実行委員会に、次の会議を置く。 

⑴  総会 

⑵   常任委員会 

⑶   専門委員会 

２ 前項に定めるもののほか、実行委員会に会長が必要と認める会議を置くことがで

きる。 

（総会） 

第１０条 総会は、委員等をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集し、会長がその議長となる。 

３ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

⑴  会則の制定及び改廃に関すること。 

⑵  大会の企画及び運営の基本的事項に関すること。 

⑶  事業計画、予算及び決算に関すること。 

⑷  常任委員会に委任する事項に関すること。 
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⑸  その他大会の開催に関して重要な事項に関すること。 

４ 総会は、委員の過半数の出席を必要とする。  

５ 総会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

６ やむを得ない理由のため総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項

について、代理人に権限を委任するか、又は書面をもって表決することができる。

この場合において、前２項の規定の適用については、その委員は出席したものとみ

なす。 

７ 会長が必要と認める場合、事前に送付した議案に対して書面をもって表決し、総

会の議決に代えることができる。 

（常任委員会） 

第１１条 常任委員会は、常任委員をもって構成する。 

２ 常任委員会に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長及び副委員長は、会長が委嘱する。 

４ 委員長は、常任委員会を代表し、会務を総理する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指

定した順序によりその職務を代理する。 

６ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

⑴  総会から委任された事項に関すること。 

⑵   総会を招集するいとまがない緊急事項に関すること。 

⑶   専門委員会の設置並びに専門委員会への付託及び委任事項に関すること。 

⑷  その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 常任委員会は、前項各号に掲げる事項を審議し、決定したときは、これを次の総

会に報告しなければならない。 

９ 前条第４項から第７項の規定は、常任委員会の会議について準用する。 

（専門委員会） 

第１２条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された専門的事項を調査審議し、その結果を

常任委員会に答申する。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について審議決定し、その結果を

常任委員会に報告する。 

４ 第６条の規定は、専門委員会の委員の任期について準用する。 

５ 前各項に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会の承認

を得て、会長が別に定める。 
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（委員等の報酬及び旅費） 

第１３条 総会への委員等への報酬（旅費を含む。）については支給しないものとす

る。 

２ 常任委員会及び専門委員会への委員等への報酬（旅費を含む。）については支給

するものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、委員等が実行委員会の業務のために旅行したとき

は、旅費を支給する。 

４ 前２項の規定により報酬（旅費を含む。）を支給する場合は、埼玉県の例に準ず

るものとする。 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１４条 会長は、総会及び常任委員会（以下本条において「総会等」という。）を

招集するいとまがないときは、その議決すべき事項について、専決処分することが

できる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、次の総会でこれを報告し、そ

の承認を得なければならない。 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１５条 実行委員会の事務を処理するため、埼玉県福祉部に事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第６章 会計 

（経費） 

第１６条 実行委員会の経費は、負担金、補助金その他の収入をもって充てる。 

（事業計画、予算及び決算）  

第１７条 実行委員会の事業計画及び収支予算は事務局長が編成し、総会の承認を得な

ければならない。  

２ 実行委員会の収支決算は事務局長が作成し、監事の監査を経て、総会の承認を得な

ければならない。 

（監査） 

第１８条 監事は、実行委員会の決算について監査し、総会に報告しなければならな

い。 

（会計年度等） 

第１９条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わ

る。 

２ 実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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第７章 解散 

（解散） 

第２０条 実行委員会は、第２条の目的が達成されたときには、総会の議決をもって

解散する。 

２ 実行委員会が解散する場合において、その残余財産の処分については、埼玉県及

びさいたま市において協議して決定する。 

第８章 補則 

（委任） 

第２１条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

附 則 

１ この会則は、令和６年８月３０日から施行する。 

２ 実行委員会の設立当初の会計年度は、第１９条第１項の規定にかかわらず、実行

委員会設立の日から令和７年３月３１日までとする。 
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ねんりんピック彩の国さいたま２０２６ 

実行委員会  委員及び役員等名簿  

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月２９日 
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（敬称略・順不同）

総会 常任委員会
埼玉県 埼玉県 知事 大野 元裕 会長

県議会関係 埼玉県議会 議長 白土 幸仁 副会長
埼玉県議会福祉保健医療委員会 委員長 関根 信明 委員

さいたま市 さいたま市 市長 清水 勇人 副会長
さいたま市議会関係 さいたま市議会 議長 帆足 和之 副会長

市町村関係 埼玉県市長会 会長 吉田 信解 委員 委員
埼玉県町村会 会長 井上 健次 委員 委員
埼玉県市議会議長会 会長 田中 一崇 委員
埼玉県町村議会議長会 会長 佐藤 弘一 委員

福祉・健康・労働関係 公益財団法人いきいき埼玉 理事長 永沢 映 委員 委員
社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 会長 山口 宏樹 副会長 副委員長
社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 会長 清水 勇人 副会長 委員
公益財団法人埼玉県老人クラブ連合会  会長 内田 まさ子 副会長 副委員長
さいたま市老人クラブ連合会 会長 矢部 利夫 副会長 委員
社会福祉法人埼玉県共同募金会 会長 池田 一義 委員
日本赤十字社埼玉県支部 支部長 大野 元裕 委員
一般社団法人埼玉県介護福祉士会 会長 町田 晴美 委員
公益社団法人埼玉県社会福祉士会 会長 遅塚 昭彦 委員

スポーツ関係 公益財団法人埼玉県スポーツ協会 会長 大野 元裕 委員 委員
公益財団法人さいたま市スポーツ協会 会長 北 清治 委員 委員
一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会 会長 川本 武彦 委員
特定非営利活動法人埼玉県レクリエーション協会 会長 本木 茂 委員 委員
埼玉県スポーツ推進委員協議会 会長 宮寺 敏雄 委員 委員
埼玉県中学校体育連盟 会長 内田 健二 委員
埼玉県高等学校体育連盟 副会長 横瀬 元応 委員
一般社団法人埼玉県卓球協会 副会長 濱野 加代子 委員
埼玉県テニス協会 会長 上羅 廣 委員
埼玉県ソフトテニス連盟 会長 𠮷川 洋一 委員
埼玉県ソフトボール協会 会長 鈴木 征 委員
埼玉県ゲートボール連盟 会長 土屋 品子 委員
一般社団法人埼玉県ペタンク・ブール連盟 会長 井上 勇司 委員
埼玉県ゴルフ協会 会長 前田 修一郎 委員
埼玉マスターズ陸上競技連盟 会長 伊得 正紀 委員
一般社団法人埼玉県弓道連盟 会長 本橋 民夫 委員
公益財団法人埼玉県剣道連盟 会長 栗原 憲一 委員
埼玉県グラウンド・ゴルフ協会 会長 野川 保 委員
埼玉県武術太極拳連盟 会長 大島 敦 委員
公益財団法人埼玉県サッカー協会 会長 鈴木 茂 委員
埼玉県なぎなた連盟 会長 帆足 光代 委員
一般社団法人埼玉県水泳連盟 会長 須田 邦明 委員
埼玉県ダンススポーツ連盟 会長 高橋 久雄 委員
一般社団法人埼玉県ラグビーフットボール協会 理事長 新井 均 委員
埼玉県インディアカ協会 会長 小島 信昭 委員
一般社団法人埼玉県野球連盟 理事長 森田 進一 委員
埼玉県ボウリング連盟 会長 沼上 孝幸 委員
埼玉県サイクリング協会 理事長 渡邊 廣次 委員
埼玉県マレットゴルフ連盟 会長 渋谷  真実子 委員
埼玉県スポーツウエルネス吹矢協会 会長 牧田 薫 委員
埼玉県スポーツチャンバラ協会 会長 大塚 誠一郎 委員
一般社団法人埼玉県空手道連盟 会長 新藤 義孝 委員
埼玉県レクリエーションダンス連盟 会長 天野 勤 委員

文化関係 公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団 理事長 加藤 容一 委員 委員
一般社団法人埼玉県文化団体連合会 会長 齋藤 馨 委員 委員
埼玉県高等学校文化連盟 会長 田中 洋安 委員
埼玉県吹奏楽連盟 理事長 宇畑 知樹 委員
埼玉県合唱連盟 顧問 小野瀨 照夫 委員
日本棋院埼玉県支部連合会 会長 中園 清三 委員
日本将棋連盟埼玉県支部連合会 会長 小島 一宏 委員
埼玉県現代俳句協会 会長 杉本 青三郎 委員

文化関係 埼玉県麻雀段位審査会 会長 高橋 勉 委員
経済・産業・観光関係 一般社団法人埼玉県商工会議所連合会 会長 池田 一義 委員 委員

埼玉県商工会連合会 会長 江原 貞治 委員 委員
埼玉県商工会女性部連合会 会長 小林 章子 委員
埼玉県中小企業団体中央会 会長 小谷野 和博 委員 委員
一般社団法人埼玉県経営者協会 会長 原 敏成 委員
サイタマ・レディース経営者クラブ 会長 大原 佳子 委員

ねんりんピック彩の国さいたま2026実行委員会 委員・役員等名簿

区分 団体名 役職 氏名
役 職
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（敬称略・順不同）

総会 常任委員会
区分 団体名 役職 氏名

役 職

埼玉経済同友会 代表幹事 戸所 邦弘 委員 委員
埼玉経済同友会 代表幹事 吉野 寛治 委員 委員
一般社団法人埼玉中小企業家同友会 代表理事 小松 君恵 委員
一般社団法人埼玉県銀行協会 会長 福岡 聡 委員
埼玉県信用金庫協会 会長 木村 幹雄 委員
公益社団法人日本青年会議所関東地区埼玉ブロック協議会 会長 小船 隆一 委員
埼玉県信用農業協同組合連合会 代表理事理事長 黒澤 潔 委員
埼玉県農業協同組合中央会 代表理事会長 坂本 富雄 委員 委員
JA埼玉県女性組織協議会 会長 根本 孝代 委員
一般社団法人埼玉県建設業協会 会長 小川 貢三郎 委員
東京電力パワーグリッド株式会社 埼玉総支社 執行役員 埼玉総支社長 杉本 順 委員
東日本電信電話株式会社 執行役員 埼玉事業部長 兼 埼玉支店長 市川 泰吾 委員
一般社団法人埼玉県物産観光協会 会長 朝霧 重治 委員 委員

医療保健・衛生関係 一般社団法人埼玉県医師会 会長 金井 忠男 委員 委員
一般社団法人埼玉県歯科医師会 会長 大島 修一 委員
一般社団法人埼玉県薬剤師会 会長 斉藤 祐次 委員
公益社団法人埼玉県看護協会 会長 澤登 智子 委員
公益社団法人埼玉県歯科衛生士会 会長 吉岡 典子 委員
公益社団法人埼玉県理学療法士会 会長 南本 浩之 委員
一般社団法人埼玉県作業療法士会 会長 宇田 英幸 委員
公益社団法人埼玉県柔道整復師会 会長 大河原 晃 委員
一般社団法人埼玉県食品衛生協会 会長 長谷川 保 委員
一般社団法人埼玉県調理師会 理事長 関根 利明 委員
公益社団法人埼玉県栄養士会 代表理事会長 平野 孝則 委員
公益財団法人埼玉県生活衛生営業指導センター 理事長 田村 眞 委員
埼玉県食生活改善推進員団体連絡協議会 会長 櫻井   道子 委員
埼玉県国民健康保険団体連合会 理事長 木津 雅晟 委員

教育関係 埼玉県公立小学校校長会 会長 福島 みどり 委員
埼玉県中学校長会 会長 原口  穣 委員
埼玉県高等学校長協会 会長 臼倉 克典 委員
埼玉県私立中学高等学校協会 会長 青木 徹 委員
埼玉県特別支援学校長会 会長 橋本 晋一 委員
埼玉大学 学長 坂井 貴文 委員
埼玉県立大学 理事長 田中 滋 委員
東京国際大学 理事長・総長 倉田 信靖 委員
女子栄養大学 学長 香川 明夫 委員
芝浦工業大学 学長 山田 純 委員
聖学院大学 学長 小池 茂子 委員
浦和大学 理事長・学長 久田 有 委員
日本赤十字看護大学 学長 守田 美奈子 委員
国際学院埼玉短期大学 理事長・学長 大野 博之 委員
埼玉医科大学 学長 竹内 勤 委員
尚美学園大学 学長 永山 賀久 委員
東洋大学 学長 矢口 悦子 委員
立正大学 学長 北村 行伸 委員
ものつくり大学 学長 國分 泰雄 委員
秋草学園短期大学 学長 北野 大 委員
平成国際大学 学長 柏木 俊彦 委員
共栄大学 学長 平林 信隆 委員
埼玉工業大学 学長 内山 俊一 委員
東都大学 学長 吉岡 俊正 委員
獨協大学 学長 前沢 浩子 委員
文教大学 学長 宮武 利江 委員
埼玉東萌短期大学 学長 髙橋 美枝 委員

教育関係 跡見学園女子大学 学長 小仲 信孝 委員
日本保健医療大学 総長 澁井 義徳 委員
大東文化大学 学長 高橋 進 委員
埼玉県ＰＴＡ連合会 会長 石井 大晴 委員
埼玉県高等学校ＰＴＡ連合会 会長 沼澤 早苗 委員
埼玉県私立小学校中学校高等学校保護者会連合会 会長 関口 健一 委員
埼玉県特別支援学校ＰＴＡ連合会 会長 本間 光紀 委員
一般社団法人埼玉県専修学校各種学校協会 会長 伊東 政信 委員
公益社団法人全埼玉私立幼稚園連合会 会長 松尾 創 委員

社会教育・交流関係 埼玉県地域婦人会連合会 会長 柿沼 トミ子 委員 委員
埼玉県公民館連絡協議会 会長 小熊 政彦 委員
日本ボーイスカウト埼玉県連盟 理事長 齋藤 政之 委員
一般社団法人ガールスカウト埼玉県連盟 連盟長 二葉 薫 委員
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（敬称略・順不同）

総会 常任委員会
区分 団体名 役職 氏名

役 職

一般財団法人埼玉県交通安全協会 会長 鈴木 秀憲 委員
宿泊・輸送・消防関係 埼玉県ホテル旅館生活衛生同業組合 理事長 関森 初義 委員 委員

一般社団法人全国旅行業協会埼玉県支部 支部長 小川 将人 委員
一般社団法人埼玉県旅行業協会 会長 浅子 和世 委員
一般社団法人埼玉県バス協会 会長 金井 応季 委員 委員
一般社団法人埼玉県乗用自動車協会 会長 小谷 彰治 委員
一般社団法人埼玉県タクシー・ハイヤー・福祉協会 代表理事 清田 明徳 委員
東日本旅客鉄道株式会社大宮支社 経営戦略ユニットリーダー 神保 成究 委員
西武鉄道株式会社 運輸部スマイル＆スマイル室 室長 堤 広利 委員
東武鉄道株式会社 経営企画本部 部長 横打 忠 委員
秩父鉄道株式会社 代表取締役社長 牧野 英伸 委員
埼玉高速鉄道株式会社 代表取締役社長 平野 邦彦 委員
埼玉新都市交通株式会社 代表取締役社長 唐澤 朝徳 委員
首都圏新都市鉄道株式会社 代表取締役社長 渡邊 良 委員
公益財団法人埼玉県消防協会 会長 森田 耕一 委員

労働関係 埼玉県シルバー人材センター連合 会長 檜山 志のぶ 委員
日本労働組合総連合会埼玉県連合会 会長 平尾 幹雄 委員

報道機関 朝日新聞さいたま総局 さいたま総局長 並木 昌廣 参与
共同通信社さいたま支局 支局長 松永 光生 参与
株式会社埼玉新聞社 代表取締役社長 関根 正昌 参与
産業経済新聞社 さいたま総局長 那須 慎一 参与
時事通信社 さいたま支局長 関根 裕二 参与
東京新聞さいたま支局 支局長 浅田 晃弘 参与
日刊工業新聞社さいたま総局 総局長 石橋 弘彰 参与
毎日新聞社さいたま支局 支局長 伊藤 直孝 参与
読売新聞東京本社さいたま支局 支局長 高橋 圭史 参与
日本放送協会さいたま放送局 局長 長谷 英里子 参与
株式会社テレビ埼玉 代表取締役社長 川原 泰博 参与
埼玉ケーブルテレビ連盟 会長 奥田 貴哉 参与
株式会社エフエムナックファイブ 代表取締役社長 武藤 昭 参与

県関係 埼玉県 副知事 堀光 敦史 委員
埼玉県 副知事 山﨑 達也 委員
埼玉県 副知事 伊藤 高 委員
埼玉県 公営企業管理者 板東 博之 委員
埼玉県 下水道事業管理者 北田 健夫 委員
埼玉県 知事室長 島田 繁 委員
埼玉県 企画財政部長 都丸 久 委員
埼玉県 総務部長 表 久仁和 委員
埼玉県 県民生活部長 横内 ゆり 委員
埼玉県 危機管理防災部長 武澤 安彦 委員
埼玉県 環境部長 堀口 幸生 委員
埼玉県 福祉部長 岸田 正寿 委員 委員長
埼玉県 保健医療部長 縄田 敬子 委員
埼玉県 産業労働部長 野尻 一敏 委員
埼玉県 農林部長 竹詰 一 委員
埼玉県 県土整備部長 𠮷澤 隆 委員
埼玉県 都市整備部長 伊田 恒弘 委員
埼玉県 東京事務所長 藤田 努 委員

県関係 埼玉県 知事特別秘書 木俣 敬伸 委員
埼玉県 知事特別秘書 萩原 由浩 委員
埼玉県 議会事務局長 影沢 政司 委員
埼玉県 監査事務局長 小松原 誠 委員
埼玉県 人事委員会事務局長 片桐 徹也 委員
埼玉県 労働委員会事務局長 久保 佳代子 委員
埼玉県 教育長 日吉 亨 委員 委員
埼玉県 警察本部長 野井 祐一 委員 委員

さいたま市関係 さいたま市 副市長 髙橋 篤 委員
さいたま市 福祉局長 山﨑  勝 委員 副委員長

監事 埼玉県 会計管理者 岩﨑 寿美子 監事
さいたま市 会計管理者 渋谷 貴之 監事

193名 28名
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